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4 CIAS Discussion Paper No. 31　洪水が映すタイ社会──災害対応から考える社会のかたち
　本ワークショップは、三つのセッションと総合討論という構成になってい
ます。第１セッションから第３セッションまでは、それぞれ工学、社会学、政
治学のアプローチによって2011年のタイ洪水を多方面から分析したもので
す。総合討論では、タイ社会や災害を直接の専門としない研究者を討論者に
お迎えして、三つのセッションでの討論を通じて浮かび上がる「タイ社会のか
たち」について議論しました。本ワークショップの趣旨説明および議論の内
容については本文をお読みください。
　最後になりましたが、ご多忙にもかかわらず本ワークショップにご参加
くださいました報告者と討論者ならびに参加者のみなさま、そしてワーク
ショップの主催組織である東南アジア学会関西例会、京都大学地域研究統合
情報センタ 「ー災害対応の地域研究」プロジェクト、ワークショップ共催組織
である地域研究コンソーシアム（JCAS）社会連携部会、京都大学地域研究統
合情報センター共同研究「紛争・災害後社会のメディアと記憶」（代表：西芳実）、
科研費・基盤（B）「自然災害からの創造的な復興の支援を目指す統合的な民族
誌的研究」（代表：清水展）、科研費・基盤（A）「災害対応の地域研究の創出──
「防災スマトラ・モデル」の構築とその実践的活用」（代表：山本博之）の関係者
のみなさまに深く感謝申し上げます。
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